
2021年11/15(月)～12/15(水) 市内在住・在勤・在学の方

裏面の福祉活動メニュー例を参考に、参加者それぞれが考える福祉活動に取り組み、
参加人数、活動内容、活動してみての感想をご報告ください。

① 裏面に、参加人数、取り組んだ活動、取り組んでみての感想を記入し、回収ボックス
に投函。
→回収ボックスは、市内公民館、駅連絡所、市社協窓口に設置しています。

②社協ホームページ上の「一日一福キャンペーン報告フォーム」から必要事項
を入力し送信。

③ツイッター、フェイスブック、インスタグラムのコメントに「＃ 一日一福キャンペーン」と
タグをつけて、参加人数、取り組んだ活動、感想を写真付きで投稿。
市社協のSNSでもキャンペーンのご案内をしています。
ぜひご覧ください🎵

報告フォームへはこちらから→→

「福祉活動」ってなんだか難しい。自分には関係ない。と思われている方も
多いのではないでしょうか？

福祉とは「幸せ、豊かさ」のこと。福祉活動は、自分や周りの人たちの幸せをつくり、豊か
に暮らせる社会をつくる活動です。社会福祉協議会（社協）は、皆さんに「福祉」をもっと
身近に感じてもらい、もっと気軽に福祉活動に参加してほしい、そして福祉活動を広げて
いきたいと考えています。
福祉活動に取り組む機会は、毎日の生活の中にありますが、特に意識して多くの皆さん
に福祉活動に参加していただくため、一日一福キャンペーンを実施します。

子どもも大人も、お一人でもご家族や仲間と一緒でも。まずは、一日に一つから。ご自分
なりの福祉活動に取り組んでみましょう。キャンペーン期間中に取り組んだ活動と取り組
み後の感想をぜひ報告してください。皆様のご参加を心よりお待ちしています。

「一日一福キャンペーン」
実施します！

いちにち いっぷく

～ いちにち、ひとつの福祉活動。わたしも幸せ×誰かも幸せ ～

＜問い合わせ先＞ 社会福祉法人秦野市社会福祉協議会 電話0463-84-7711 FAX0463-85-1302
秦野市緑町16-3 保健福祉センター内 mail:shakyo@vnhadano.com



マークを
付けている人
に席をゆずる
(マタニティマーク、
ヘルプマーク)

高齢者や体の不
自由な人に席を
ゆずる、声をか
ける

目や耳の不自由
な方とのコミュ
ニケーションの
方法がいろいろ
あることを意識
する

近所の人に
自分から
あいさつする

出かけたついで
に近所の様子を
気にかける

今日１０人
以上に笑顔を
見せる

自分から
「手伝ってほしい」
と声をかける

「何か、手伝え
ること、ありま
すか？」困って
いるかなと思っ
たら勇気を出し
て聞いてみる

家族に
「おはよう」と
自分から言う

募金や寄付をする社協の
ボランティア
センターに

登録する

かんたんな
手話について
知ってみる
（あいさつ、

指文字）

家の中にあるもの
に点字がついてい
るか調べてみる
（例 シャンプー、
リンス、缶ビール、
調味料）

駅や建物の中
にある点字の表
示を探してみる

点字ブロックがあ
るところを確認す
る。点字ブロック
の上には自転車を
とめない

スーパーやお店
のどこに車いす
があるか
確認する

社協でやってい
るボランティア
講座に参加する

分別・リサイクル
活動に取り組む

ペットボトルの
キャップや書き
損じハガキなど
を集める
（社協窓口にて

回収中）

ボランティアセン
ターを通じて作品
（折り紙・手芸）
を寄付する


